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株式会社日本政策投資銀行 

株式会社山陰合同銀行 

株 式 会 社 鳥 取 銀 行 

 

先進的な民間主導型汚泥炭化施設の整備を支援 
株式会社ウェストバイオマス向けシンジケートローンを組成 

 

 

 株式会社日本政策投資銀行（社長：橋本徹、以下「ＤＢＪ」という。）、株式会社山陰合

同銀行（頭取：久保田一朗、以下「山陰合同銀行」という。）、株式会社鳥取銀行（頭取：

宮崎正彦、以下「鳥取銀行」という。）は、株式会社ウェストバイオマス（本社：鳥取県境

港市、代表取締役社長：三輪陽通、以下「当社」という。）に対し総額１９億円のシンジケ

ートローンを組成し、融資を実施しました。 

 

 当社は、鳥取県境港市に本社を置く三光株式会社が主体となって豊田通商株式会社、日

本臓器製薬株式会社と共に汚泥炭化処理施設の運営を手掛けるプロジェクト会社です。 

 

 本件は、汚泥処理及び炭化設備を民間会社主導にて建設し、地元山陰エリアの自治体か

ら収集した下水汚泥及び民間企業の産業廃棄物を乾燥・炭化させ有効活用する先進的な事

例であり、バイオマス利活用による二酸化炭素等の温室効果ガスの削減と地域経済の発展

を促進する極めて意義深い事業であると評価し、３行による共同アレンジャーのシンジケ

ートローンを組成いたしました。 

 

＜シンジケートローンの概要＞ 

アレンジャー 

エージェント 

貸 出 人  

組 成 金 額   

：ＤＢＪ、山陰合同銀行、鳥取銀行 

：ＤＢＪ 

：ＤＢＪ、山陰合同銀行、鳥取銀行 

：１９億円 

 


